
今
回
の
ド
ク
タ
ー
は
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あなたの街の
ドクターが
アドバイス

脳梗塞の前触れ「一過性脳虚血発作（TIA）」について
早期の検査・治療が大切です

予
兆
の
初
期
症
状
に
注
意
す
る
こ
と

で
脳
卒
中
の
発
症
を
軽
減

　

脳
梗
塞
は
脳
卒
中
の
う
ち
最
も
多
く
、
約
7
割
を

占
め
て
い
ま
す
。突
然
起
こ
る
も
の
、と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
脳
出
血
や
く
も
膜

下
出
血
に
比
べ
る
と
、
前
触
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
病
気
で
す
。

　

脳
梗
塞
の
予
兆
は
、一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
以
下
、

T
I
A
）
と
い
っ
て
、
短
く
て
数
分
、
長
く
て
も
30

分
程
度
で
症
状
が
治
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
時
的

に
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
た
と
え

す
ぐ
に
症
状
が
治
ま
っ
た
と
し
て
も
、
脳
血
管
が
細

く
な
っ
て
い
た
り
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
っ
て
い

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

T
I
A
の
症
状
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
片
側

の
上
下
肢
脱
力
（
片
麻ま

ひ痺
）、
言
葉
が
出
な
い
（
失

語
症
）、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
（
構
音
障
害
）
が
代

表
的
な
初
期
症
状
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
片
眼
の
急

激
な
視
力
低
下
（
一
過
性
黒
内
障
）
や
視
界
の
半
分

が
欠
け
る
（
半
盲
）
症
状
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
卒
中
発
症
の
危
険
度
は
、
T
I
A
発
症
後
90
日

以
内
は
15
～
20
％
と
高
率
で
す
が
、
T
I
A
発
症
平

均
１
日
後
に
治
療
を
受
け
た
場
合
、
90
日
以
内
の
大

き
な
脳
卒
中
発
症
率
が
約
２
％
に
留
ま
り
、
治
療
が

遅
れ
て
平
均
20
日
後
に
治
療
を
受
け
た
場
合
に
比
べ

て
脳
卒
中
発
症
率
が
80
％
軽
減
さ
れ
た
、
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　

T
I
A
後
の
脳
梗
塞
発
症
の
危
険
度
予
測
の

代
表
的
な
指
標
に
「
A
B
C
D
2
ス
コ
ア
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
年
齢
（
A
g
e
）、
血
圧

（
B
l
o
o
d 

p
r
e
s
s
u
r
e
）、
臨
床
症
状

（
C
l
i
n
i
c
a
l 

f
e
a
t
u
r
e
）、
持
続

時
間
（
D
u
r
a
t
i
o
n 

o
f 

s
y
m
p
t
o

m
s
）、
糖
尿
病
（
D
i
a
b
e
t
e
s
）
の
英
語

の
頭
文
字
か
ら
き
て
い
ま
す
。こ
の
ス
コ
ア
が
高
く
、

T
I
A
を
繰
り
返
し
た
り
、
心
房
細
動
の
合
併
例
は

速
や
か
な
病
態
評
価
が
必
要
で
す
。

　

脳
梗
塞
の
診
断
、
治
療
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す

が
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
病
気
の
早
期

検
査
・
治
療
で
す
。
T
I
A
の
症
状
と
思
わ
れ
る
時

は
、
早
め
に
脳
、
心
臓
、
血
液
な
ど
の
検
査
を
受
け
、

適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。


